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第２００２例会 報告（2013・2・15）
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

１．点 鐘
（それでこそロータリー）２．ロータリーソング

３．来訪者紹介
４．会長報告
５．幹事報告

６．食 事
７．委員会報告
８．平和フォーラム
９．ＳＡＡプレゼント抽選

例会終了後例会運営委員会開催１０．点 鐘

◆ビジター紹介
シャンティ国際ボランティア会

海外事業課アフガニスタン事業担当 萩原宏子様
東郷会長◆会長報告

１． 姉妹クラブのフィリピン･マンダルオンＲＣの創
立 周年記念式典ならびにホセ・リザール大学に新５０
コースを開設するプロジェクトが完了し、その開校
式に出席するため、阿左美会長エレクト、中野パス
ト会長、下井田国際奉仕･友情交換担当委員、そして
小野満会員の 名が、 日から 日まで、クラブを４ ２０ ２４
代表して、訪問して下さることになっております。

２． 日 水 午後 時 分から、トラットリア･バルボ２０ ６ ３０( )
ンにて、桐生 ＲＣ会長幹事会が開催されます。主５

。に群馬大学工学部留学生交流会について協議します
坪井幹事◆幹事報告

◇世界自閉症啓発デーinぐんまのリーフレットとポス
ターが届いております。啓発活動の一環として皆様
の事業所等にポスター掲示のご協力をお願い致します。

◇本日例会終了後、例会運営委員会を行います。
◇次例会は桐生赤城ＲＣとの合同夜間例会です。

（点鐘ＰＭ６：３０、会場 桐生プリオパレス）
(各テーブルに配布)◇ハイライトよねやま１５５が配信されました。

◇例会変更のお知らせ 該当なし
◇クラブ会報が到着しています

桐生南ＲＣ 1/29､2/6 桐生中央ＲＣ 1/31 桐生赤城ＲＣ 2/5
栃尾ＲＣ 11/13､11/20､11/29､12/11､12/18､1/8､1/15､1/22､1/29

１２００キロカロリー◆食事メニュー
メカジキのおろしソース､豚肉のトマト煮､白飯､香の物､
ズワイガニとレンズ豆のスープ､きゅうりと玉子のサラダ

◆委員会報告
□クラブ運営委員会

石川出席担当◇出席報告
総数 名（免除者 名の内 名出席の為 名を除く）５０ ９ ５ ４
出席率対象者 名 出席率対象者出席人数 名４６ ３７
欠席者９名(内前メイク 名) 出席率 ％１ ８２．６１

（ ）前々例会修正出席率 ％ 最終欠席者５名８８．８９
□拠金委員会

東郷 ﾆｺﾆｺBOX担当◇ニコニコＢＯＸ (学)

シャンティ ボランティア フォー国際 会･萩原宏子様､平和
、 、ラムの講師ありがとうございます 奥村君 田﨑君

、 、 、 、東郷 君 栗原 君 東郷 君 家住君(庸) (幸) (学)

霜村君、前原君、近藤君、坪井君、福島君
2 15 24周年今日配布させて頂いた｢にんげん｣は 月 日､

なり 年目に入ります 舩戸君に 25
野田君娘が医学部へ進学します｡矢野じいじも大喜び!

江原拠金委員◇ロータリー財団
平和フォーラム､アフガニスタンからありがとう｡
頑張って萩原さん 江原君
萩原さん､宜しくお願いします 坪井君
月 日今日で｢にんげん｣新聞も 年目2 15 24周年になり､25

に入りました 舩戸君
野田君娘が医学部へ進学します｡矢野じいじも大喜び!

春の足音が近づいて来ます 田﨑君
すみません次例会欠席させて頂きます 家住君

舩戸拠金委員◇米山ＢＯＸ
萩原様､平和フォーラムありがとうございます

福島君、田﨑君
今日 月 日で｢にんげん｣紙も 年目に入り2 15 24周年､25
ました 舩戸君

野田君娘が医学部へ進学します｡矢野じいじも大喜び!

《次例会予告》

３月１日(金) フィリピン･マンダルオンＲＣ訪問報告

ＳＡＡからＳＡＡから

本日のプレゼント本日のプレゼント

へへ
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桐生西ロータリークラブ

平 和 フ ォ ー ラ ム

公益社団法人

シャンティ国際ボランティア会

海外事業部

アフガニスタン事業担当

萩原宏子様

「平和について」

先ず『平和』とは、そもそも何でしょうか？
私自身は、小学生の時、平和は「戦争の対義語」と教
えて頂きました。また「暴力の不在」と説明する方も
いらっしゃいます。平和学者の さんは暴Johan Galtung
力を「直接的暴力」と「間接的／構造的暴力」の２つ
に定義されています。直接的暴力は人を殴る蹴る、或

。 、 、いは人を殺す等です 間接的／構造的暴力は 例えば
難民として生まれ、難民として生きて行かなければな
らないという事、貧困の為に学校できちんと教育を受
けることすら出来ないという事、人は生まれる場所を
選ぶ事は出来ないので本来あるはずの人生を生きられ
ないという事、これは目に見えないけれど社会に内在
された暴力と言えると思います。この様な直接的暴力
と間接的／構造的暴力がない社会が、究極の意味での
平和であると、 さんは言っています。Johan Galtung

ここで、シャンティ国際ボランティア会（ ）にSVA
ついてお話をさせて頂きます。シャンティはサンスク
リット語で『平和』という意味です。

★ の理念（ビジョン ：私たちは「共に生き、SVA ）
共に学ぶ」ことができる平和(シャンティ)な社会
の実現を目指します。

★ の使命（ミッション ：私たちは、地球上のSVA ）
貧困や戦争、内紛、環境破壊、災害などによって
苦しむ人々のそばに立ち、苦しみを分かち合い、
その人々と共に解決のための活動を行います。
特に アジアにおける教育・文化活動を通じて 共、 「
に生き、共に学ぶ」ことができるシャンティ(平
和)な社会の実現をはかります。

★ そして では『平和な社会』とは、すべてのSVA
民族と人間の尊厳が保たれ、国家や民族、宗教、
言語、文化の違いを美しき多様性ととられ、違い

、 、を称え合い 争いは対話をもって解決される社会
と規定しています。

この様に、平和について色々な考え方があると思い
ますが、今申し上げた何れの意味に於いても、アフガ
ニスタンは平和な国と言える事は出来ません。

9・11の同時多発テロアフガニスタンの現代の歴史、
起こる迄の歴史は、大きく つに分けられます。が ３

年に旧ソ連がアフガニスタンに侵攻しました。１９７９
それに対し、ムジャヒディン(イスラム聖戦士という意
味)が抵抗し戦争が起こりました。その時、米国が大量
の武器をムジャヒディン側に提供して、更に戦局を複
雑にしました。その後、旧ソ連は 年撤退しました１９８９
が、今度は祖国を守ろうと戦ったムジャヒディンが、
軍閥となって勢力争いが起こり内戦が悪化してしまい
ます。この、血で血を洗うような激しい内戦の中、隣
国のイランやパキスタンに逃れた難民の方々は沢山い
ます。我々のアフガニスタン副所長のワヒドもその１
人でした。学校等の教育基盤も破壊されてしまいまし
た。その中で、タリバンは急速に新勢力として国土の
殆どを制圧しタリバン時代に入ります。ある意味では
一時的に平和になったと言われていますが、その一方
で女性への教育の禁止、不当な裁判での刑の執行等、

２０厳しい支配が行われた時代でもありました。そして

年に テロが発生します。その実行犯０１ ９・１１同時多発
とされたアルカイダのオサマ･ビンラディンをタリバン
がかくまっているとの事から、米軍･英軍を中心とした
空爆が行われ、タリバン政権は崩壊しました。そして

、 、国際社会では アフガニスタンの復興の機運が高まり
新憲法採択や大統領選挙なども行われました。しかし

年以降南部でタリバンが支配力を強化し、治安が２００６
年々悪化していきます。この間、人々の視線はイラク
戦争へ移っていたのです。

今アフガニスタンで起こっているのは、他国籍軍の
撤退で、 年末迄には完全に治安権限の委譲を目指２０１４
しています。そして同年には大統領選挙が予定されて
います。選挙前は治安が悪化しますので、選挙キャン
ペーンが行われる本年は大きな節目の年になるではな
いかと言われています。

先程、 年以降治安が悪化していると申し上げま２００６
したが、具体的には、女子教育に反対する反政府勢力が
学校に脅迫状を送って教師や生徒が学校に行くのを脅か
したり、生徒の食事に毒物を混入する等が起きておりま
す。昨年 月に私がアフガニスタンに出張した時も、１２
防弾車でホテルと事務所の往復しか出来ず、実際に自爆
テロが発生し、一瞬氷付くような恐怖を体験しました。

同時に、人々の生活も厳しい状況にあります。正確
な人口統計がないのですが、 千万人程度の人口に対３
し、 才迄に亡くなる子供は千人中 名と、幼い子供５ ２５７

１ １が生活する上では、最悪の国と言われています。 日
。 、＄以下で生活している国民は ％です 教育の状況は４２

悪いとはいえ改善してきてはおります。 年２００１～０２
から 年間で、就学者数は 倍、学校数は 倍になって１０ ７ ２
いますが、未だに純就学率は ％、校舎がある学校は５６

、 。５０％で 半数は屋外や廊下で授業を強いられています
校舎は非常に重要で、アフガニスタンでは女子は一定
の年齢になると廻りから見られるという事を非常に嫌
いますので、就学上大きな支障になります。成人識字

、 、率は ％ この内女性識字率は ％と非常に悪く２６ １２～３
普段の生活の中で大きな不利益を被っています。

では、 年からアフガニスタンで初等教育SVA ２００３
改善事業を行っています。具体的には『図書館活動』
と『学校建設』で、これまでに 棟の学校建設を行い３０
ました。そして図書館活動は、学校に図書室を普及し
ようという活動です。これには３つの要素が必要とな
ります。先ず図書活動を行うスペース、これは学校が
提供します。次に、本棚や本の供与です。アフガニス
タンには絵本や紙芝居は殆どありませんので、私達が
現地の民話や創作を基に出版をしています。そして、

、アフガニスタンでは図書室は非常に新しいものなので
図書室の使い方を教える教員研修、この３つです。

識字率について先程お話しました様に、 人に 人し４ １
か文字が読めません。識字率を改善するには、学校教
育を普及することや識字教室を行う等、色々な方法が
あると思いますが、子供達が本を読む環境をつくるこ
とも非常に大事なことです。

「私の願いは、アフガニスタンの人々が皆、教育を
受けられるようになることです。人々が教育を受けれ
ば、アフガニスタンに平和が訪れると信じています 」。
これは のスタッフの言葉です。そしてアフガニスSVA
タンの別のスタッフは「僕の好きな言葉は“平和”な
んだけれど、僕が生まれてからアフガニスタンは平和
になったことがないので、平和な世界がどんなもので
あるかわからない」と言いました。彼が平和なアフガ
ニスタンを見るのは、まだまだ時間が掛かると思いま
す。けれども未来に生きる子供達が平和なアフガニス
タンを見られるように、私達は教育という分野でこれ
からも活動して行きたいと思います。

皆様にも私達の活動を支えて頂けますよう、お願い
致します。本日はご静聴ありがとうございました。




